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こ
べ
ば

す

な

わ
らわ
が
紀
友

と
ぞ

教
主
せ
専

は

南
無
阿
弥
陀
仏

千
葉
組
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十

回
御
遠
忌
法
要
を
お
勤
め
で
き
ま
す

こ
と
を
、
御
門
徒
の
皆
様
と
共
に
お

慶
び
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

童
（宗
大
谷
派
は

「宗
祖
と
し
て
の

親
鸞
聖
人
に
遇
う
」
の
理
念
も
と
、

こ
の
法
要
に
向
け
、
ご
門
徒

の
皆
様

と
共
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
の

一
々
が
私
に
と
り
ま
し
て
は
、

自
己
を
問
い
、
無
量
寿
な
る
自
己
と

の
出
遇
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
要
の
テ
ー

マ

「
い
の
ち

出
遇
う
　
連
な
る
」
は
、
２
０
１
０

年

の
千
葉
組
お
待
ち
受
け
大
会

の
際

に
定
め
た
も
の
で
す
。

２
０
１
１
年

５
月
に
本
山
で
あ
る

真
宗
本
廟

（東
本
願
寺
）
宗
祖
親
鸞

聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
に
、

千
葉
組
で
団
体
参
拝
し
た
際
に
作
成

し
た
バ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
は
、
次

の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
　
―
本
願
の
表
現
―

今
を
生
き
る
こ
と
に
迷
妄
し
日
々

の
苦
悩
に
沈
む
私
に
、
無
量
寿
無
量

光
を
姿
と
す

る
阿
弥
陀
如
来

の
本
願

が
、
私
の
自
力
の
心

（自
我
の
執
心
）

を
破

っ
て
、
私

の

「
い
の
ち
」
と
な

り
生
き
て
く
だ
さ
る
。

出
遇
う
　
―
願
生
浄
土
の
道
―

逢
か
遠
き
戦
乱
餞
饉

の
鎌
倉
時
代

に
親
鸞
聖
人
が
、
苦
悩

の
生
涯
を
か

け
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

「本
願
念
仏
」

の
世
界
。
私
は
そ
の
世
界
に
生
き
る

こ
と
を
願

い
そ
し
て
今
、
こ
の
世
界

に
出
遇
い
、
生
死
の
苦
悩
に
立

っ
て

生
き
て
往
け
る
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

連
な
る
　
―
同
朋
の
発
見
―

無
量
寿

・
無
量
光

の
本
願
の
は
た

ら
き
、
本
願
念
仏

の
世
界
に
出
遇

っ

て
み
れ
ば
、
如
来
大
悲

の
中
で
、
す

べ
て
の
も
の
が
御
同
朋
と
し
て
こ
の

私
と
連
な
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
こ

と
か
ら
、
人

々
が
生
死
の
苦
悩
生
き

る
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

「
い
の
ち
　
出
遇
う
　
連
な
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
具
現
化
す
る
場
が
、

こ
の
法
要
で
す
。

千
葉
県
下
か
ら
集
ま
る
大
勢
の

御
門
徒
と
共
に
そ
の
こ
と
を
感
じ

つ

つ
、
法
要
を
お
勤
め
し
た
い
所
存
で

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、

こ
の
御
遠
忌
法
要
が
機

縁
と
な
り
、
寺
が
親
鸞
聖
人
が
顕
ら

か
に
し
た
本
願
念
仏
の
道
場
と
な
る

こ
と
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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第一生命経済研究所というシンクタンク (政策の立案や提言をする研究機関)が出して

いる『ライフデザインレポート』(2009年 10月 )に下記の文章がありました。

千葉組宗祖親鸞聖人七百五十回御速忌法要を機会に、ご門徒 (お檀家)の皆様方にとっ

て勝善寺が、どのような意味をもつ寺なのか?あるいは、どのようにあってほしいのか?

を考えていただきたく思い掲載しました。

なお、紙面の制約があリグラフや部分的に文章を省きました。インターネツトでこの題

名を検索すると全部を見ることができます。

寺院とのかかわリ ー寺院の今日的役割とは一

研究室長 Jヽ谷みどり

1調 査の背景と概要
(1)調査の背景
文化庁の「宗教統計調査」によれば、仏教系の宗教法人は全国に約 77,000あ るが、これはコ

ンビニエンスストア (約 42,000)や 公民館 (約 17,000)の数よりはるかに多い。もともと寺院

は、布教の場だけではなく、地域における福祉や文化、教育の拠点の役割を担つていた。江戸

時代には宗旨人別帳によつて、すべての人が寺院に所属していたが、こうした檀家と寺院の関

係は、慣習として葬儀や法事の場面では今なお存続している。しかし昨今では、核家族化やイ

エ意識の希薄化、少子化、人回の地域間流動の激化などの社会環境の変化によつて、お寺を取

り巻く環境は大きく変化し、生活者の「寺離れ」はすすんでいると思われる。そこで本稿では、

以下のアンケート結果から、生活者と寺院とのかかわりを概観し、寺離れの実態を探つてみたい。

(2)調査の概要

<調査時期>2009年 2月 1日～2月 15日

<調査対象者>40歳から69歳までの全国の男女 600名           ニターより調

<調査方法>郵送調査法
(単位 :人、%)<有効回収数>566名 (有効回収率

<属性>
943 %)

40代 50代 60+t 合計

男性 93020 101(355) 9101勁 285(1000)

女性 93331) 87(310) 10105勁 281(1000)

2寺院とのかかわり
(1)昨年1年間に寺院を訪問した目的 <複数回答>
昨年 1年間に寺院を訪問した人は全体の 769%お り、ほとんどの人はお寺を訪れていたが、

その目的をたずねたところ、最も多かつたのは「お墓参り」(628%)で、次いで多い「観光・

旅行」(337%)、 「法事」(305%)を 大きく上回つた。また「除夜の鐘つき。初詣」で訪れた

人は 289%いたが、日常的に行われる「お寺の行事 (講演会、縁日、写経会、音楽会など)」
に参加した人は 145%しかいなかつた。



(上記の他にグラフには、お通夜や葬儀 219% 祈願・祈祷 210% お供えや付届 81%
その他 46% があります。)

そこで、寺院の行事のうち、参加してみたいと思うもの (3つ まで選択)を選んでもらった

ところ、「どれにも参加したくない」と回答した人は 183%にとどまつた。一方、風蒼壽ω鼻
茂局ω2たの諄工ぬ抜点ゑQ説義£腐毒斑数蹴感製殿

“

制

“

∞↓%とで、「座禅」(278%)、 「落
語、演慮1、 音楽会などのイベント」(273%)、 「お葬式や戒名、お墓についての勉強会」(243%)

に参加したいと回答した人も少なくない。このことから、寺院活動への社会的関心は低くはな

いが、実際には葬送や観光以外で寺院を訪れる人は少ない様子が浮き彫りになった。

(上記の他にグラフには、写経207% お経や仏教についての勉強会 206% 書道、茶道など
のおけいこ、文化教室 172% お釈迦様の誕生日 (花まつり)、 除夜の鐘つきなど仏教行事 154
% 滝に打たれたり、火の上を歩いたりする山岳修行体験 30% があります)

3 寺院や僧侶の役割
(1)寺院はどのような活動をすべきか  <3つ まで選択>
次に、寺院はどのような活動をすべきかたずねたところ、「死者・先祖の供養」という回答が

782%と最も多かつたものの、「仏教の教えを広める活動」(488%)や 「介護や死の看取りな
ど、老い 病気・死に関わる取り組み」(298%)を 挙げた人は少なくなかった。「社会一般の
人々を対象にした悩み相談」(179%)や 「自殺問題に対する取り組み」(66%)など社会全体
の問題への対応を期待する声は少ないが、それでも

込腹敗ムZゑ敗燎燿獄Lメぶヽだん、葬送儀礼や観光でしか寺院と接点がない生活者が大半なので、
寺院との関係が将来的に希薄化すると考えるのは当然だが、今回の調査結果では、生活者は「寺

院は葬送儀礼だけをつかさどつておけばよい」とは決して考えていないことが分かる。寺院や

僧侶が地域の人たちや檀家のこうしたニーズに対応していかなければ、両者の信頼関係は構築

できず、生活者の寺離れはますます進む一方だ。これでは、寺院が公益法人として存在するこ

との意義が問われても仕方ないだろう。

(上記の他にグラフには、世界平和への取り組み 181% 子ども会、日曜学校等の青少幼年の
情操教育 162% ひきこもり、不登校等の青少幼年にたいする取り組み 43% 環境問題への
取り組み 18% 無回答 05% があります。)

4 まとめ
信仰がなくても、宗教に意義を感じている人はたくさんいる反面、僧侶が心の支えになると

考える人が少ないということは、葬送儀礼を担う寺院と生活者が信頼関係を構築できていない

ことを示しているといえるだろう。しかし、寺院でおこなわれる法話や座禅などに参加したい

という人は少なくないうえ、生老病死に関する取り組みを寺院に期待する人も少なくない。家

族や地域共同体が変容している時代だからこそ、地域に根ざし、人々の生老病死に寄り添うと

いう公益性が仏教寺院に強く求められている。 (※ は、住職が引く。)
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卜
六
日
に
は
、

寺

族
責
任

役
員

井

上

純
孝

が
、
相
次
ぎ
浄
土

に
還
帰
さ
れ

ま
し
た
。

生
前

の
ご
功
績
を
偲
び
謹

ん
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表
し
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す
。

新
役
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・
新
世
話
人
紹
介

二
月
卜

三
日
に
臨
時
役
員
会

を
開
き
欠
員
役
員
を
選
定
し
、

宗
務
総
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
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寺
族
責
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な
お
、
青
木

質

氏

の
後
任

の
世
話
人
は
、
青
木

敏
夫

氏

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、

一
部
上
地
区
の
世
話

人
は
、
今
ま
で
の
朝
倉

智

氏

朝
倉

和
利

氏
に
加
え
て
、

三
堀
　
清

氏

に
も
お
願
い
し
、

三
人
で
分
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（本
）
千
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会
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、
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守
会
役
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、
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で
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と
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。

今
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も
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写
真

右

は
、
一帰
命
尽
十
方
元
等
光
如
来
」
の

十
字
名
号
を
ご
本
尊
と
し
て
懸
け
、

前
卓

（長
机
）
に
水
引
と
打
敷
を
掛

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
写
真
左
は
、

受
付
と
参
詣
者

の
誘
導
を
担
当
す
る

門
徒
会
役
員
で
す
。
右
側
二
番
目

が
田
村
晋

一
氏
で
す
。

さ
ん
が
、
お
弟
子
さ
ん
二
人
と
開
い

て
く
だ
さ

っ
た
お
茶
席
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

墓
地
入
り

Ｈ
階

段

の
手
す
り
は
、

子
供
や
小
柄
な
お

年
寄
り
に
は
位
置

が
高
く
危
険

で
し

た
。
棒
を

一
本
加
え
、
安
全
で
頑
丈
に

し
ま
し
た
。

５
月
Ｈ
日
１４
時
～
　
同
朋
の
会

（御
遠
忌
参
拝
打
ち
合
わ
せ
）

５

月

１７

Ｈ

　

日

関

田

目

回

円

団

国

因

６
月
８
日
９
時
～

八
日
講
十
日
講

（
同
朋

の
会
）

６

月

１７

日

６

月

２６

日

６
月
２９
日
８
時

即
分
～
奉
仕
作
業

７
月
２０
日
１４
時
～
　
同
朋
の
会

８
月

１０
日
１０
時
～
　
孟
関
盆
会

９
月
２３
日
１０
時
～
　
秋
彼
岸
会

Ｈ
月

１５
日
　
　
　
　
報
恩
講

※
口
‐・‐
国
以
外
は
当
寺
が
会
場
で
す
。

新
ｎ
目
厠
困
】
田
日
日
輛
ロ
ロ
回
四
日
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